
 

 

 

 

平成 30 年度 修学旅行（愛知方面） 

１１月１１日（日）～１１月１２日（月） 

 

 

修学旅行説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市立洛友中学校 

 



主
おも

な行
い

き先
さき

 

 

①リニア・鉄道館
てつどうかん

（昼 食
ちゅうしょく

会場
かいじょう

含
ふく

む） 

〒455-0848 愛知県名古屋市港区金城ふ頭３丁目２−２ 

②名古屋
な ご や

港
こう

ガーデンふ頭
とう

 南極
なんきょく

観測
かんそく

船
せん

ふじ 

〒455-0033 愛知県名古屋市港区港町１−９ 

③名古屋
な ご や

港
こう

ガーデンふ頭
とう

 名古屋港
な ご や こ う

水族館
すいぞくかん

 

〒455-0033 愛知県名古屋市港区港町１−３ 

④名鉄
めいてつ

犬山
いぬやま

ホテル 

〒484-0082 愛知県犬山市犬山北古券１０７−１ TEL:0568-61-2211 

⑤博物館
はくぶつかん

明治
め い じ

村
むら

 

〒484-0000 愛知県犬山市内山１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

①②③ 

④ 



主な行程 

11 日（日） 

８：４０ 学校集合 ※欠席の時は、8 時～8 時半までにご連絡下さい。 

９：００ 学校出発 

１０：００ 土山サービスエリア トイレ休憩 

１１：００ リニア・鉄道館 【昼食】 

１３：３０ 名古屋港ガーデンふ頭  

      南極観測船ふじ 船内見学 

１４：２０ 名古屋港水族館 （～16:10） 

１７：００ 名鉄犬山ホテル 宿泊 【夕食・朝食】 

      《２２：３０就寝  ６：３０起床》 

１２日（月） 

９：００ 名鉄犬山ホテル 出発 

 ９：３０ 明治村 【各自で昼食】（～１３：００） 

１３：５０ 養老サービスエリア トイレ休憩 

１４：５０ 多賀サービスエリア  

      トイレ休憩・買い物・軽食 

１６：４０ 東寺（途中下車） 

１６：５０頃 学校着（※交通事情で予定より遅くなることがあります） 



◎準備
じゅんび

、帰
かえ

りの欄
らん

に○印
しるし

を付
つ

けて確
かく

認
にん

をしましょう。 

 

 

も っ て く る も の 

 

準備
じゅんび

 

 

帰
かえ

り 

 

  １ 

 

 
りよ

旅
こう

行のしおり 

 

 

 

 

 

  ２ 

 

 
せい

生
と

徒
しよう

証
めい

明
しよ

書 

 

 

 

 

 

  ３ 

 

 
き が

着替え（シャツや
さむ

寒い
ば

場
あい

合に
は お

羽織れるもの） 

 

 

 

 

 

  ４ 

 

 
した

下
ぎ

着（１
ぱく

泊
ふん

分 ＋ 
ひつ

必
よう

要に
おう

応じて） 

 

 

 

 

 

  ５ 

 

 
せん

洗
めん

面
よう

用
ぐ

具 

 

 

 

 

 

  ６ 

 

 ハンカチ  

 

 

 

 

 

  ７ 

 

 ティッシュ 

 

 

 

 

 

  ８ 

 

 
い

移
どう

動
よう

用カバン（ナップサックや
て さ

手提げカバンなど） 

 

 

 

 

 

  ９ 

 

 
ぼう

帽
し

子または
ひ

日よけ
よう

用
かさ

傘（
ひつ

必
よう

要と
おも

思う
ひと

人は
じゆん

準
び

備しましょう） 

 

 

 

 

 

 １０ 

 

 
あま

雨
ぐ

具（
かさ

傘またはカッパ） 

 

 

 

 

 

 １１ 

 

 
ひつ

筆
き

記
ぐ

具 

 

 

 

 

 

 １２ 

 

 
かく

各
じ

自で
ひつ

必
よう

要とするもの（
くすり

薬 など） 

 

 

 

 

 

 １３ 

 

 おこづかい・2日目の昼食代（
ちゆう

昼
かん

間
ぶ

部は￥４０００程度
て い ど

） 

 

 

 

 

 

 １４ 

 

 
ほ

保
けん

険
しよう

証 （
ちゆう

昼
かん

間
ぶ

部５
くみ

組の
せい

生
と

徒は
せん

先
せい

生が
あず

預かります） 

 

 

 

 

 

 １５ 

 

 

 

 
き

貴
ちよう

重
ひん

品については
かく

各
じ

自で
せき

責
にん

任を
も

持って
かん

管
り

理をすること。ただし、

 
ちゆう

昼
かん

間
ぶ

部５
くみ

組の
せい

生
と

徒で、
しゆく

宿
しや

舎
ない

内（ホテル）で
ふ

不
あん

安な
ば

場
あい

合には
せん

先
せい

生

 に
あず

預けて
くだ

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


